
小学校第５・６学年 社会科 学習指導案 

期 日 平成22年度10月１日（金）第５校時 

場 所 天草市立二浦小学校 

指導者 教諭 角本 昌紀 

１ 単元名 

「自動車工場をたずねて （教育出版５上） 」 

２ 単元について 

(1) 本単元は，学習指導要領社会第５学年の内 

容(３)のウを受け，工業の中核である機械工 

業から，我が国の代表的な根幹産業であり， 

児童にとっても身近である自動車の生産を教 

材として取り上げ，工業のさかんな地域の様 

子を調べ，工業生産に関わる人々が生産を高 

める工夫・努力をしていることや，我が国の 

工業の現状と課題をとらえることをねらいと 

している。 

また，さまざまな工業に関する写真や地図， 

統計などの資料を収集・選択し，国民生活を 

支える工業生産の意味や運輸・貿易の働きに 

ついて考えさせることをねらいとしている。 

この単元では，自動車工場で生産された自 

動車のゆくえを追求していくことで，これら 

のねらいを一貫性のある学習によって展開し 

ていくことができるものと思われる。 

(2) 本単元の系統は次の通りである。 

(3) 本単元に係る児童の実態は次の通りである。 

５年生の児童数は５人(男子２人，女子３ 

人)である。 

１つの資料から複数の気付きを挙げる等， 

関心・意欲が高い学級で，社会的事象につい 

ての知識・理解の定着率も高い。事前に実施 

した評価問題の解答状況からは，資料からの 

情報の取り出しにおける丁寧さや，資料を関 

連付けて解釈することに個人差が見られた。 

また，考えたことや分かったことを説明する 

ことについては，考えたことと，その根拠を 

結びつけて示す等の文章としてまとめる力が 

不十分である。 

以上から，本学級の児童は，社会的事象の 

工業生産を支える人々 

〈本単元〉 

自動車工場 

をたずねて 

これからの 

食料生産 

食料自給率や食の安全， 

環境に配慮した食料生産 

の大切さをとらえる。 

世界とつな 

がる自動車 

日本の自動車の貿易によ 

る世界各国との結びつき 

や協力，問題点をとらえ 

る。 

１ 単元名 

「新しい時代の幕あけ （教育出版６上） 」 

２ 単元について 

(1) 本単元は，学習指導要領社会第６学年の内 

容(１)のキを受け，江戸時代末期から明治時 

代初期にかけての黒船来港，明治維新，文明 

開化などについて具体的に調べることを通し 

て，我が国が廃藩置県や四民平等等の諸改革 

を行い，欧米の文化を取り入れつつ近代化を 

進めたことがわかることをねらいとしている。 

黒船来港をきっかけとして，約2 6 0年間続 

いた江戸幕府が倒れ，我が国は近代国家へと 

歩み始める。我が国の近代化は，欧米の列強 

が市場と原料を求めて世界に進出し，世界の 

情勢が急激に変化する中において成し遂げら 

れた。 

この単元において，人々がさまざまな困難 

をどのように乗り越え，どのような国づくり 

を進めたのかを考えることは，現代を生き抜 

く児童にとって意義深いものであると考える。 

(2) 本単元の系統は次の通りである。 

(3) 本単元に係る児童の実態は次の通りである。 

６年生の児童数は８人(男子６人，女子２ 

人)である。 

歴史的事象に対する関心・意欲が高く，自 

分の考えを進んで表現しようとする子どもが 

４人いるが，根拠に欠ける等説明的ではない。 

事前に実施した評価問題の解答状況からは， 

児童一人一人に歴史事象に対する理解の程度 

に差が見られた。また，複数の資料を関連さ 

せて，事象の特徴をつかむことにも課題が見 

られる。文章資料からの読み取り，自分の考 

えを文章にまとめる力について，児童間の差 

が大きい。 

以上から，本学級の児童は，社会的事象に 

新しい日本の国づくりを見つめよう 

二つの戦争と日 

本・アジア 

アジアでの二つの戦争を調べて， 

国力を付けた日本が国際社会の中 

でどのような立場になったか，ま 

た，その背後で国内の産業や社会 

の様子をとらえる。 

〈本単元〉 

新しい時代 

の幕あけ 

幕 府 の 政 

治 と 人 々  

の成長 

全国統一や身分制度の確 

立，農業技術，町人文化 

の発達と新しい学問の起 

こり等をとらえる



知識・理解は概ね定着しているものの，複数 

の資料や社会的事象を関連させて考えたり， 

社会的事象について，原因と結果との因果関 

係をとらえ，自分の言葉で表現したりする力 

の定着が不十分であると言える。 

(4) 指導にあたっては次の点に留意する。 

○ 学習内容についの興味や関心を高めるため 

に，これまでの学習や日常の生活を振り返る 

ことで答えを予想できる発問を準備する。 

○ 写真資料から積み込み作業の内容や工夫を 

的確にとらえさせるために，各作業の内容を 

うまくとらえたタイトルを考えさせたり，各 

作業の手順を予想させたりする。 

○ 資料からの情報の取り出しや解釈に個人差 

が見られるので，読み取った内容を互いに確 

認する活動を取り入れる。また提示する写真 

資料は見やすいものを準備する。 

○ 複数の資料からの読み取りを関連付けてま 

とめられるよう，複数の写真資料から読み取 

ったことを整理するための資料を準備する。 

○ 間接指導の時間での個別の資料の読み取り 

やペアによる対話活動を充実させるために， 

学習の展開に見通しを持って能動的に取り組 

むことができるようにするためのワークシー 

トを工夫する。 

思考力，判断力，表現力等と言語活動 

○ 資料から情報を取り出し，解釈する場面 

， ， ， や 課題について考え 予想する場面では 

気付いたことや考えたことを互いに交換す 

る活動を行い，多面的・多角的な思考力の 

育成につなげる。 

○ 自分の考えを表現する場面では，資料等 

を用いて根拠を示しながら説明するように 

し，表現力の向上を図る。 

○ 単元各時の終末には自己の学習を振り返 

る活動を設定する。特に，自分の考えが学 

習を通してどのように変容したのかを文章 

化させることで自分の思考や判断のプロセ 

スの意識化を図る。 

ついての知識・理解が十分でなく，事象間の 

因果関係をとらえることや情報の取り出しに 

課題があると言える。また，それらの知識や 

技能を活用して考察することや表現すること 

にも課題があると言える。 

(4) 指導にあたっては次の点に留意する。 

○ 学習内容についての興味や関心を高めるた 

めに，これまでの学習を振り返ることで答え 

を予想できる発問や当時の人々の立場に立っ 

て考える発問を準備する。 

○ 資料の読み取りや解釈に個人差が見られる 

ので，読み取った内容を互いに交換し，確認 

する活動を取り入れる。 

○ 考えを伝え合う対話活動や発表の際は，根 

拠を明確にした表現を心がけさせる。特に， 

根拠となる資料を使って説明すること，根拠 

を明確にした説明が苦手な児童には論述の型 

を提示し，型にそって説明をさせることを工 

夫する。 

○ 間接指導の時間での個別の資料の読み取り 

やペアによる対話活動を充実させるために， 

学習の展開に見通しを持って能動的に取り組 

むためのワークシートを工夫する。 

○ 単元で取り扱う各歴史的事象をつながりの 

あるものとしてとらえられるよう，単元を貫 

く課題を設定し，単元を通して課題を解決す 

る展開を工夫する。 

思考力，判断力，表現力等と言語活動 

○ 課題について予想したことを歴史的視点 

毎に分類したり，資料を使って検証したり 

することで，思考力や判断力の育成につな 

げる。 

○ 富国強兵や殖産興業等について，グルー 

プ毎に調べ，分かったことをまとめて他の 

グループに伝える活動を通して，理解する 

力及び伝える力の定着を図る。 

○ 単元各時の終末には自己の学習を振り返 

る活動を設定する。特に，自分の考えが学 

習を通してどのように変容したのかを文章 

化させることで自分の思考や判断のプロセ 

スの意識化を図る。



３ 単元の目標と評価規準 

単元の目標 自動車の輸送の様子につい 

て調べ，輸送に携わる人たち 

の工夫や努力，願いをとらえ 

るとともに，工業生産を支え 

る運輸の働きについて考える 

ことができる。 

社会的事象へ 我が国の工業生産について 

の関心・意 関心を持って意欲的に調べ， 

欲・態度 工業製品を生産する仕事の大 

切さを指摘しようとする。 

社会的な思 工業生産に携わる人々の生 

考・判断・表 産を高める工夫や努力をとら 

現 えるとともに，関連工業や運 

輸のはたらきと関わりについ 

て考え，適切に表現できる。 

観察・資料活 工業生産に関する写真や地 

用の技能 図，統計などの資料を目的に 

合わせて収集・選択し，的確 

に読み取ることができる。 

社会的事象に 工業生産に携わる人々の生 

ついての知 産を高める工夫や努力を理解 

識・理解 できる。 

４ 指導計画(13時間取扱い 本時７／13) 

学習活動 評価・備考 

・自動車づくりの問い 自動車工場をたずねて 

から調べたいことを 学習課題づくり １時間 （ ） 

具体的に挙げ，ノー (1) 自動車づくりにはげむ 

トに書いている。 人々 

・工場の位置や広さ， ○自動車工場の写真や配置図 

働く人と自然・交通 から，配置の工夫やそこに 

等を関連させた考え 工場がつくられた理由を考 

をノートに書いてい える １時間 。 （ ） 

る。 

・作る工程やロボット ○自動車ができるまでの工程 

と人の役割を分けて や工場で働く人たちの工夫 

いる等について調 や努力について調べる。 

べ，ノートに書いて （ ） ２時間 

いる。 

・ゴミの処理の方法 ○働く人や地域の環境を守る 

や，働く人の環境に ための取り組みについて写 

ついて，それぞれ具 真や勤務図から調べる。 

体的にノートに書い （ ） １時間 

ている。 

・シート工場と自動車 ○自動車のシートがどのよう 

， ， ， に生産され，自動車工場へ 工場が 注文 生産 

納品を通じて深く結 出荷されるかを調べ，シー 

びついていることに ト工場と自動車工場との関 

ついてノートに書い 連について考える。 

ている。 （ ） １時間 

３ 単元の目標と評価規準 

単元の目標 長く続いた武士の時代が終 

わり，明治政府ができて，欧 

米の制度や文化を取り入れな 

がら国の仕組みを整えていっ 

， ， た経緯を調べて 産業の発展 

憲法の制定等，近代化を進め 

た目的や経過をとらえること 

ができるようにする。 

社会的事象へ 黒船の来航を契機に長く続 

の関心・意 いた武士の支配が終わり，近 

欲・態度 代的な国家をつくろうとする 

動きがおこり，近代化が進ん 

でいったことに興味を持ち， 

調べようとする。 

社会的な思 明治政府が進めた諸改革 

考・判断・表 が 政治の仕組みや社会 人々 ， ， 

現 の暮らしをどのように変えて 

きたかを，前の時代からの変 

化や外国との関係等と関連付 

けて考え適切に表現できる。 

観察・資料活 年表や歴史地図等を活用す 

用の技能 るとともに，国際的な背景を 

考えながら，明治維新や明治 

政府の中心になった人物の働 

き，政治の仕組み，社会の変 

化を調べることができる。 

社会的事象に 明治政府が廃藩置県等の改 

ついての知 革を行い，欧米の文化を取り 

識・理解 入れながら近代的な国づくり 

を進めてきたことを理解する 

ことができる。 

４ 指導計画（８時間取扱い 本時４／８） 

学習活動 評価・備考 

・近代化に貢献した 新しい時代の幕あけ 

人々に関心を持 学習課題づくり 

ち，感想や調べた 

いことをノートに 

書いている。 

・黒船来航による幕 ○黒船の来航とそれに対する 

府や人々の不安や 幕府の対応や人々の思いや 

不平等条約の締結 動きを調べ，開国に伴い締 

に見られる我が国 結した不平等条約の内容に 

の国際的な地位の ついて考える １時間 。 （ ） 

低さについてノー 

トに書いている。 

・開国によって経済 ○外国との貿易に伴う人々の 

が混乱し，幕府へ 生活の変化や大政奉還まで 

の不満が高まった の人々の動きを調べ，江戸 

等，幕府が倒れた 幕府（武士の時代）の終焉



・傷を一つもつけず， (2)自動車がとどくまで 

決められた時刻まで ○完成した自動車を船に積み 

に船に積み込めるよ 込む様子や，働く人の工夫 

う，協力，工夫して や努力を調べる。 

いる様子を具体的に （ ） 本時：１時間 

ノートに書いてい 

る。 

・自動車に傷をつけず ○キャリアカーで自動車を運 

運ぶ工夫や努力，輸 ぶ人たちの仕事の様子や， 

送の仕組みについて 自動車に傷をつけないよう 

具体的にノートに書 にする工夫や努力について 

いている。 調べる １時間 。 （ ） 

・交通網と国土の地形 ○ものや人の輸送手段や交通 

や人口の分布とを重 網の広がりについて話し合 

ねて比べている。ま う １時間 。 （ ） 

た，それぞれの交通 

手段の長短をノート 

にまとめている。 

・自動車づくりに携わ (3)これからの自動車づくり 

る人々がどのように ○自動車を利用する人たちの 

消費者や社会のニー 願いを調べ，これらの願い 

ズにこたえながら生 がどのように生かされてい 

産しているか，ノー るかを話し合う。 

トに書いている。 （ ） １時間 

・安全で人にやさしい ○安全な自動車，人にやさし 

自動車とは，どのよ い自動車づくりのために， 

うな車かを具体的に 自動車会社がどんな工夫や 

考え，ノートに書い 研究をしているかを調べ 

ている。 る １時間 。 （ ） 

・車に乗る人と車を作 ○自動車の使用台数の増加か 

る人の両面から，こ ら起こる問題に対して，環 

れからの自動車づく 境や資源の視点からどのよ 

りについて自分の考 うな工夫や研究がなされて 

えをノートにまとめ いるかを調べる。 

ている。 （ ） １時間 

・評価ﾃｽﾄ（後日） (4)まとめ 

○単元第１時に設定した学習 

課題について，その解決ま 

での過程をノートやワーク 

シートを活用して振り返 

。 （ ） る １時間 

理由をノートに書 までの流れをつかむ。 

いている。 （ ） １時間 

・天皇中心の国づく ○明治政府の行った諸改革 

りを目指し，欧米 （五箇条の御誓文，廃藩置 

の国のしくみを取 県 解放令 使節団の派遣 ， ， ） 

り入れた新しい日 の内容を調べ，政府がどの 

本の国づくりにつ ような国づくりを目指した 

いてノートに書い のかを考える １時間 。 （ ） 

ている。 

・国際的な地位の向 ○政府が西洋諸国に追いつく 

上のため行った, ために行った,殖産興業 官 （ 

， ， 営工場）と富国強兵（徴兵 地租改正 徴兵令 

官営工場設立等を 令）等を調べ，それらを国 

国際的な背景と関 際的な背景と関連付けて考 

連付けてノートに える 本時：１時間 。 （ ） 

書いている。本時 

・人々の驚きやとま ○まちの様子や人々の暮ら 

どいや期待を，前 し，学校教育の変化を中心 

の時代からの変化 に調べ，新しい時代になっ 

という観点で考え て西洋風のものや考え方が 

ノートに書いてい 多く取り入れられたことを 

る。 つかむ １時間 。 （ ） 

・新政府の政治と ○西南戦争や自由民権運動の 

人々の願いとのず 高まりについて調べ，人々 

れを明確にしなが が新しい政治に対して持っ 

ら考え，ノートに ていた願いについて考える 

書いている。 ことができる １時間 。 （ ） 

・天皇中心の憲法で ○大日本帝国憲法制定までの 

あったことや，国 過程を調べ，明治政府がめ 

会は自由民権運動 ざした政治のあり方がどの 

の大きな成果であ ような形で完成していった 

ったことについ のかについて考えることが 

て，ノートに書い できる。 (１時間) 

。 ている 

・評価ﾃｽﾄ(後日) ○単元第１時に設定した学習 

課題について，その解決ま 

での過程をノートやワーク 

シートを活用して振り返 

。 （ ） る １時間



５ 本時の学習 ５ 本時の学習 

(1) 目標 工場で生産された自動車の輸送方法や輸送にたずさわる人たちの仕事について調べる (1) 目標 明治政府が行った殖産興業や富国強兵の政策について調べることを通して，近代化に向けた工夫 

ことを通して，働く人たちの工夫や努力をとらえることができる。 や努力をとらえることができる。 

【社会的な思考・判断・表現】 【社会的な思考・判断・表現】 

(2) 展開 (2) 展開 

備考 教師の指導及び評価 学習活動【学習形態】 学習活動【学習形態】 主な発問・指示等 備考 
主な発問・指示等 直間 教師の指導及び評価 過程 過程 

※主な言語活動 ※主な言語活動 

学習シ ・関連工場では，組み立てに ○前の時間をふり返りましょう。 １ 前時を想起する。 １ 前時を想起する。 ○前の時間をふり返りましょう。 ・学習リーダーと打ち合わせ 前時の 

ート 必要な部品を必要な時間ま しておく。 まとめ 

でに届けること，不良品を 導 直 間 導 ・日本が新しい政治や社会づ の掲示 

出さないことに気をつけて くりに取り組んでいたこと 物 

いることを確認させる。 入 入 を確認させる。 

・これまでの学習や日常生活 ○組み立てられた自動車はどのようにして ２ 自動車運搬の方法と ・岩倉使節団がどのような目 学習シ 

の知識から予想させる。 私たちのところまで運ばれるでしょう その特徴について考え 接 接 ５ 的で派遣されたのかを確認 ート 10 
か。 る。 分 分 させる。 

（予想される反応 ・船で運ぶ・列車で運 ( ) 自動車の運搬方法に ） 1 
ぶ・トラックで運ぶ・運転して運ぶ等 ついて予想する。 

【個別】予想 ① ① 

→【一斉】発表 

日本地 ・条件（遠いところ，たくさ ○遠いところにたくさんの車を運ぶのに適 ( ) 条件を加えて予想す ２ 学習課題について話 ○日本は，どのようにしたら西洋諸国と対 ・これまでの学習から予想さ 2 
図 んの車）に着目して考えさ した方法はどれでしょうか。 る。 し合う。 等になれると思いますか。 せる。 

せる。地図を使って（愛知 （予想される反応 ・船・トラック 展 ( ) 自分の考えを持つ。 （予想される反応） ・そう思う理由も含めて考え ） 1 
～熊本）具体的に考えさせ 【ペア】予想 ・不平等条約を改正する させる。 

※対話・発表により，より多 る。 開 ・軍艦などの武器を作る 

くの予想が共有できるよう 自動車 ・車の台数に目を向け，たく ○資料を見て気づいたことや疑問はありま ( ) 運搬船による自動車 ・工場を造る 3 
にする。 工場の さんの車が船に積み込まれ せんか。 運搬について考える。 33 ・西洋から技術を学ぶ 

港の資 ることに着目させる。身近 （予想される反応 ・車は何台あるのだろ 分 ） 

料・ﾌｪﾘ な船（長島行きフェリー） う・全部の車が積みこまれるのだろう 

ｰの資料 と比較させる。 か。 

積み込 ・それぞれの作業にタイトル ○車を積みこむ写真からどんな作業の様子 ３ 学習課題について話 間 直 ( ) 互いの考えを交換す 2 
み作業 をつけさせることで，作業 かを考え，作業の流れを予想しよう。 し合う。 接 接 る。 

の資料 内容や工夫をとらえやすく （予想される反応） ( ) 自分の考えを持つ。 展 ① ① 【一斉】発表 1 
する。 ①番（指示を出す）作業 【個別】予想 こ ３ 富国強兵，殖産興業 ○予想したことを １国を強くすること 富 ・予想したことを項目毎（富 ， （ 

） ） ※対話活動により，資料から ②番（車を運転して船に積む）作業 ( ) 互いの考えを交換す 開 わ について考える。 国強兵 ，２産業を育てること（殖産興 国強兵・殖産興業・その他 2 
③番（車を並べる）作業 る 【ｸﾞﾙｰﾌﾟ】対話 た ( ) 互いに意見を出しな 業 ，３その他の項目に分けてみましょ に分類，整理させる。 読み取った情報を共有し， 。 ） 1 
④番（車を固定する）作業 →【一斉】発表 28 り がら分類する。 う。 作業の内容や工夫を的確に 

⑤番（運転手を運び出す）作業 分 捉えられるようにする。 

・予想できなかった所をノー ○車を積みこむ作業にはどんな工夫があり ４ 働く人たちの工夫や ( ) 明治政府の取組を資 ○明治政府がどのような取組をしたか資料 ・互いにサポートしながら読 明治政 2 
トに書き加えさせる。 ましたか。 努力を考える。 直 間 料から読み取る。 から読み取りましょう。また，それらの み取りができるよう，ペア 府の取 

（予想される反応） ( ) 工夫について考える 【ペア】読み取り 取組がどの項目（富国強兵・殖産興業・ を組む。 組の資 ※個別活動と発表によって広 1 。 

・作業を分担している 【個別】書く 接 接 その他）と関係が深いか考えましょう。 料 げた考えを，文書資料の内 ※対話活動により，より的確 

容と比較，関連させて整理 な読み取り，分かりやすい ・たくさん積めるように車の間を狭くし →【一斉】発表 

明治政府は，どのようにして西洋諸国と対等な国をめざしたのだろう。 

たくさんの車をどのようにして船に積み込むのだろう。



させる。 説明ができるようにする。 ている ② ② 

・車がぶつからないように固定している 

文章資 ○文章資料を読んで，車を積みこむ工夫に ( ) 工夫について確認す 間 直 ( ) 資料から読み取っ ○明治政府の取組を資料を使いながら説 ・ペア毎にまとめたことを板 2 3 
料 ついて確認しよう。 る 【個別】読み取り た明治政府の取組を説 明しましょう。 書させ，班の代表者に資料 。 

→【一斉】発表 接 接 明する 【一斉】発表 を示しながら説明させる。 。 

② ② 

※わかりやすく説明すること ・工夫の目的と具体的工夫を ○船に車を積み込む仕事をしている人たち ( ) 働く人たちの工夫 ４ 学習課題についてま ○明治政府はどのようにして西洋諸国と対 3 
を意識してまとめることで 整理して書くようにする。 の工夫や努力についてまとめましょう。 や努力についてまとめ 直 間 とめる。 等な国づくりをめざしたのか，まとめま 

考えを明確にし，表現する る 【ｸﾞﾙｰﾌﾟ】対話 ( ) 自分の考えをまとめ しょう。 。 1 
力を高める。 →【一斉】発表 る。 

接 接 【個別】まとめ 

( ) 互いの考えを交換す ○考えを交換し合い，高め合いましょう。 2 
③ ③ る 【一斉】発表 。 

こ

わ

た

り 

学習シ ・次の内容を学習シートに書 ○今日の学習をふり返ろう。 ５ 今日の学習をふり返 終 終 ５ 今日の学習をふり返 ○今日の学習をふり返ろう。 ・次の内容を学習シートに書 学習シ 

ート かせる。 る。 末 末 る。 かせる。 ート 

①自己評価（課題に対する取 ７ ７ ①自己評価（課題に対する取 

り組み，考えの深まり） 分 間 直 分 組，考えの深まり） 

②自分の変容（初めて知った ②自分の変容（初めて知った 

ことや考え方，新たな疑問 ことや考え方，新たな疑問 

等） 接 接 等） 

※学習を通して，自分の考え ※学習を通して，自分の考え 

がどのように変容したのか がどのように変容したのか ③ ③ 

を振り返りながら本時の学 を振り返りながら本時の学 

習のまとめを行わせる。 習のまとめを行わせる。 

・一つの学級であるという意 ○お互いの学習の内容について伝え合いま ６ 今日の自分の変容や 直 直 ６ 今日の自分の変容や ○お互いの学習の内容について伝え合いま ・一つの学級であるという意 

識を持たせる。 しょう。 学習内容をお互いの学 接 接 学習内容をお互いの学 しょう。 識を持たせる。 

年に紹介する。 ④ ④ 年に紹介する。 

評価 

Ｂ：傷をつけず，決められた 

時間内までに船に積み込め 

るよう，協力，工夫してい 

ることを書いている。 

Ａ：協力や工夫に加え，前時 

と関連付けて作業をする人 

たちの思い等をノートに書 

いている。 

評価 

Ｂ：地租改正，徴兵令，官営 

工場設立等について項目 

。 毎にまとめて書いている 

Ａ：項目同士を関連させて書 

いている。
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